
映
画
に
関
係
す
る
古
文
書

　
令
和
４
年
公
開
予
定
の
映
画
「
峠 

最

後
の
サ
ム
ラ
イ
」
に
関
わ
る
古
文
書
が
、

新
十
津
川
町
開
拓
記
念
館
に
あ
り
ま
す
。

　
戊
辰
戦
争
の
中
で
、
新
潟
県
内
で
行
わ

れ
た
戦
い
を
北
越
戦
争
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
北
越
戦
争
の
中
心
人
物
が
、
長
岡
藩

家
老
の
河
井
継
之
助
で
、
彼
を
描
い
た
小

説
『
峠
』（
司
馬
遼
太
郎
著
）
が
、映
画
「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」
の
原
作
で
す
。

・
開
拓
記
念
館
に
あ
る
古
文
書
は
ど
の
よ

う
に
映
画
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

・
ど
う
し
て
、
明
治
２
年
の
北
越
戦
争
に

関
す
る
文
書
が
、
新
十
津
川
町
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

戊
辰
戦
争

　
１
８
６
８
年
（
慶
応
４
年・明
治
元
年
）

か
ら
翌
年
ま
で
続
い
た
徳
川
幕
府
を
支
持

す
る
勢
力
と
、
新
政
府
軍
（
薩
摩
、
長
州
、

土
佐
、
肥
後
な
ど
の
勢
力
）
と
の
戦
い
の

総
称
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
彰
義
隊
の
戦

い
（
上
野
戦
争
）、長
岡
藩
と
の
戦
い
（
北

越
戦
争
）、
会
津
藩
と
の
戦
い
、
箱
館
戦

争
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　
『
新
十
津
川
百
年
史
』
に
は
、
十
津
川

郷
士
が
戊
辰
戦
争
前
に
、
徳
川
御
三
家
の

一
つ
紀
州
藩
を
け
ん
制
す
る
た
め
に
、
高

野
山
（
紀
伊
国
内
）
に
650
名
が
駆
け
付
け

た
と
あ
り
ま
す
。

　
十
津
川
郷
士
は
、
そ
の
後
の
戊
辰
戦
争

に
参
加
し
、
新
政
府
軍
が
勝
利
す
る
こ
と

で
、
勝
ち
組
み
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

北
越
戦
争

　
譜
代
大
名（
徳
川
家
に
代
々
仕
え
る
藩
）

で
あ
っ
た
越
後
・
長
岡
藩
は
、
徳
川
方
へ

の
義
理
立
て
を
感
じ
な
が
ら
も
、
近
代
国

家
の
必
要
性
も
感
じ
、
戊
辰
戦
争
で
は
中

立
の
立
場
を
取
る
と
新
政
府
軍
に
伝
え
ま

す
。

　
し
か
し
、
新
政
府
軍
は
味
方
に
付
く
か
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
武
力
に
よ
る
征
服
を
す

る
と
脅
し
た
こ
と
か
ら
、
新
政
府
軍
と
長

岡
藩
の
戦
争
に
発
展
し
ま
す
。
こ
れ
が
北

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

持
参
の
目
的
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
と
権
利
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

【
史
料
Ｄ
】

「
文
久
三
癸
亥
以
来　
御
由
緒
」（
宝
蔵
文
書

79
ろ
101　
十
津
川
村
民
俗
歴
史
資
料
館
所
蔵
）

由
緒
書

　
自
ら
の
ル
ー
ツ
と
権
利
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
文
書
を
由ゆ
い

緒し
ょ

書が
き

と
い
い
ま
す
。

「
北
越
出
兵
の
巻
」
と
「
家
筋
書
」
は
由

緒
書
に
当
た
り
ま
す
。

　
由
緒
書
で
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
利
権
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
し

た
が
、
従
軍
し
活
躍
し
た
父
祖
へ
の
尊
敬

が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

十
津
川
村
か
ら
の
移
住
者
は
水
害
に

越
戦
争
で
す
。
河
井
継
之
助
が
洋
式
兵
器

や
近
代
的
兵
式
を
整
え
て
か
ら
戦
争
に
臨

ん
だ
こ
と
で
、
長
岡
藩
は
大
軍
を
相
手
に

１
カ
月
以
上
の
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
争
で
、
新
政
府
軍
は
劣
勢
に
立

た
さ
れ
た
の
で
、
京
都
伏
見
で
新
し
い
兵

式
の
操
縦
訓
練
を
受
け
て
い
た
十
津
川
郷

士
に
も
出
兵
の
命
令
が
下
り
ま
す
。

　
こ
の
北
越
戦
争
で
、
十
津
川
郷
士
81
名

が
戦
死
し
ま
し
た
。

史
料
紹
介
「
北
越
出
兵
の
巻
」

【
史
料
Ａ
】

　
　
北
越
出
兵
ニ
係
ル
モ
ノ

　
　
　
　
覚

四
月
三
日
於
伏
水
仁
和
寺
宮
様
御
直

ニ
御
沙
汰
書

※
仁
和
寺
宮　
伏
見
宮
家
、
新
政
府
軍
の

提
督

※
沙
汰　
主
君
ま
た
は
官
府
の
指
令
、
指

図
○
現
代
語
訳

　
北
越
（
現
代
の
新
潟
県
）
に
出
兵
に
関

係
す
る
こ
と
の
記
録

　
４
月
３
日
、
仁
和
寺
宮
様
か
ら
命
令
が

あ
っ
た
こ
と
の
書
類
で
あ
る
。

【
史
料
Ｂ
】

今
般

禁
軍
御
更
張
被

遊
候
ニ
付
而‌

ハ
御
親

兵
之
基
本
共
可
相

成
候
依
而
進
退
心

得
違
無
之
様
各
可
盡
誠
忠
旨
被

仰
出
候
事

※
禁
軍　
皇
居
守
護
の
軍

新
十
津
川
町
開
拓
記
念
館

展
示
品
紹
介Ⓒ2020『峠 最後のサムライ』製作委員会

配給：松竹、アスミック・エース
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※
更こ

う
ち
ょ
う張　
今
ま
で
緩
ん
で
い
た
こ
と
を
改

め
て
盛
ん
に
す
る
こ
と
。

※
御
親
兵　
明
治
初
年
設
置
の
天
皇
の
護

衛
兵

（
現
代
語
訳
）

　
こ
の
ほ
ど
、
皇
居
守
護
の
軍
と
し
て
体

制
を
立
て
直
す
た
め
活
動
さ
れ
て
き
た
が
、

天
皇
の
護
衛
兵
の
基
本
と
し
て
誠
忠
を
尽

く
す
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
第
壹
中
隊

　
第
二
中
隊

先
般
般
関
東
江
出
兵
被
仰
付
置
候
處

今
般
越
後
口
へ
更
ニ
出
兵
被
仰
付
候

事
至
急
之
儀
ニ
付
十
七
日
ヨ
リ
陸
路

敦
賀
へ
出
張
可
致
候
事

　
六
月
十
五
日

【
史
料
Ｃ
】

※
口　
先
端
、
入
り
口

○
現
代
語
訳

　
以
前
に
関
東
へ
兵
を
出
す
よ
う
に
命
令

し
た
が
、
今
度
は
越
後
に
兵
を
出
す
よ
う

に
命
令
す
る
。

　
至
急
の
命
令
で
あ
る
の
で
６
月
17
日
よ

り
陸
路
で
敦
賀
（
越
前
）
に
行
く
よ
う
に

す
る
こ
と
。

　
史
料
Ａ
か
ら
Ｃ
で
分
か
る
よ
う
に
、
仁

和
寺
宮
様
か
ら
の
命
令
で
始
ま
り
、
２
つ

の
十
津
川
郷
士
に
よ
る
中
隊
が
６
月
に
福

井
県
敦
賀
を
経
由
し
て
、
越
後
に
向
か
う

よ
う
に
命
令
を
受
け
て
い
ま
す
。映
画「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」
の
新
政
府
軍
に
は
、

十
津
川
郷
士
が
描
か
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

十
津
川
村
に
も
同
じ
史
料
が
あ
り
ま

す
　
開
拓
記
念
館
に
所
蔵
し
て
い
る
史
料
と

同
じ
も
の
（
史
料
Ｄ
）
が
十
津
川
村
に
も

あ
り
ま
す
。
十
津
川
村
の
古
文
書
は
巻
物

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
十
津
川
町
の

も
の
は
巻
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

令
和
２
年
10
月
号
広
報
で
お
伝
え
し
た

「
郷
中
鎗
役
株
究
連
判
書
並
び
に
十
津
川

郷
鎗
役
四
拾
五
人
家
筋
書
」（
以
下
、
家

筋
書
）
と
同
じ
く
、
書
き
写
し
た
も
の
を

十
津
川
郷
か
ら
持
参
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
巻
物
で
、
十
津
川
郷
士
が
戊
辰
戦
争
で

活
躍
し
た
こ
と
や
、
新
政
府
に
貢
献
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

持
参
の
目
的
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
と
権
利
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

【
史
料
Ｄ
】

「
文
久
三
癸
亥
以
来　
御
由
緒
」（
宝
蔵
文
書

79
ろ
101　
十
津
川
村
民
俗
歴
史
資
料
館
所
蔵
）

由
緒
書

　
自
ら
の
ル
ー
ツ
と
権
利
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
文
書
を
由ゆ
い
緒し

ょ
書が

き
と
い
い
ま
す
。

「
北
越
出
兵
の
巻
」
と
「
家
筋
書
」
は
由

緒
書
に
当
た
り
ま
す
。

　
由
緒
書
で
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
利
権
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
し

た
が
、
従
軍
し
活
躍
し
た
父
祖
へ
の
尊
敬

が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

十
津
川
村
か
ら
の
移
住
者
は
水
害
に

遭
っ
た
た
め
、
北
海
道
に
向
か
う
時
に
は

荷
物
を
制
約
さ
れ
た
は
ず
で
す
が
、
そ
ん

な
困
難
な
時
に
も
、
こ
の
よ
う
な
由
緒
書

を
ど
う
し
て
持
っ
て
き
た
の
か
？　
い
ろ

い
ろ
な
推
論
が
出
て
き
ま
す
。

　
開
拓
記
念
館
に
は
「
？
」
や
「
！
」
が

あ
り
ま
す
。来
年
に
公
開
さ
れ
る
映
画「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」
に
関
連
す
る
史
料
も

所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

協
力　
十
津
川
村
教
育
委
員
会

閉
館
期
間　
11
月
１
日
㈪
～
４
月
30
日
㈯

※
10
月
31
日
㈰
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
開
拓
記
念
館
☎
76
・
２
６
２
２
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